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１　緒言
１．１　幼児の運動発達を取り巻く状況
　近年，幼児の体力・運動能力の低下が問題となって
いる。2007年の年長児の基本的動作の習得状況が，
1985年の年少児と同様な状況である（中村ほか）１）と
いう研究報告がある。また森２）は，幼児の運動能力全
国調査（25ｍ走，立ち幅跳び，ソフトボール投げ，両
足連続跳び越し，体支持持続時間）の結果から，幼児
の運動能力は1986年から1997年にかけての低下以後
は，低下した状態のままで推移し，現在に至っている，
と言っている。このような状況の解決を目指して，体
力・運動能力の向上を図るような取組が盛んになされ
たり，著作物も刊行されたりするようになってきてい
る。しかし，その多くは，一斉指導的なものや運動遊
びの紹介にとどまっているように思われる。
　そうした中，2012年に「幼児期運動指針」３）が公表
され，①多様な動きが経験できるように様々な遊びを
取り入れること，②楽しくからだを動かす時間を確保
すること（身体活動の合計が毎日60分以上になるよう
にすること），③発達の特性に応じた遊びを提供するこ
と，の３点が幼児期の運動のポイントとして示された。
詳細を見ていくと，自発的に体を動かして遊ぶことが
できるように配慮すること，毎日60分以上の身体活動
には，手伝いや散歩といった運動遊び以外の事柄も含
めて考えていることが記述されている。文部科学省が，
思考力・判断力・表現力といった知的な面だけでなく，
「生きる力」の一つである健康や体力の重要性に目を
向け，その向上を図ろうとしたことは十分評価できる。
しかし，幼児の自発的な遊びの重要性や身体活動の範
疇についての考えを強調してもよかったのではないか
と考える。
　そのほかにも，幼児の運動発達に関する調査・研究・
提言などは数多く発表されているが，それらのなかで
も杉原ら４）による幼児の運動能力調査を基にした一連
の研究は，新聞・雑誌を中心に取り上げられ，幼児教
育関係者を中心に注目を集めている。ここでは特に，
保育形態や運動指導と幼児の運動能力との関連につい
て５）の研究に着目した。結果は次の３点である。①保
育の一環として運動を多く取り入れているよりも，
まったく行っていない方が運動能力は高い。②自由遊
び保育中心の方が，一斉保育中心より運動能力が高い。
③自由遊び保育中心の園においては，運動指導が少な
いほど運動能力が高い。一斉保育を中心に行っている
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園においては，運動指導が多い方が運動能力が高い傾
向が見られるものの，明確な差は認められない。また
自由遊び保育中心の園に比べるとその発達は遅れてい
た。
　このような結果に対する考察として，一斉指導にお
いての説明，順番待ちなどを挙げ，全体としては活動
しているようではあるが，個人としては実際の活動や
運動量がそれほど多くない可能性を指摘している。こ
れに対し，特に運動指導を多く取り入れていない自由
遊び保育を中心とした園は，存分に体を動かす機会が
確保され，運動能力の発達にも貢献していると分析し
て，「自由遊び保育」で「運動指導をしない」方が運動
能力が高いと報告している。
　実際に，「一斉」的な指導に偏っている幼稚園が存在
するという現実がある以上，幼児の主体性を育む教育
への回帰を促すという意味で，重要且つ有意な研究で
あると言える。
　しかし，保育形態の違いと運動能力との関係には，
保育の質的な側面が大きく関わることが予想される。
金子は，幼児期の運動（金子は「幼児体育」と言って
いる）の現状や問題点を次のように述べている。「幼児
体育では，いろいろな楽しい遊びとしてさまざまな身
体運動が用意される。」６）しかし，「運動遊びを単に体験
させるだけで終わってしまい，あとは体力測定による
効果の確認しか残されていない」７）。これは，教師の関
わりの有り様が重視されていないことへの問題点を指
摘しているように思う。幼児に関わる（指導する）教
師の役割を，運動発達を促す保育としての側面から検
討していく必要性があろう。
　そこで，次のような問題意識をもった。遊びの中で
幼児は運動発達に関わる何を経験しているのだろう
か。教師はどのような役割を担っていけばよいのか。
１．２　研究目的
　前節の問題意識に基づき，次の点を明らかにするこ
とが本研究の目的である。
（１）遊びの中にある運動を変化させる契機に着目
し，幼児の運動徴表を明らかにする。
（２）遊びに影響を与える環境としての教師に着目
し，運動発達を促す教師の役割を考える。
２　運動発達を促す遊びを見取る教師の視点
　本章では，遊びの中にある運動を変化させる契機に
着目し，幼児の運動徴表を明らかにする。さらに，遊
びに影響を与える環境としての教師に着目し，運動発
達を促す教師の役割を考える。そこで，運動経験の少
ない幼児に着目して行動観察を行い，遊びのなかでの
運動経験・動作獲得の事例を得る。そして，事例検討
を行う中で，行動の意味を探るために幼児の内面理解
を進めたり，運動発達に関わる特徴的な行動を抽出し
たりする。得られた情報を文献を参考にしながら考察
し，運動発達を促す教師の関わり・幼児の遊びを見取
る視点について考える。すなわち，幼児の運動発達を
促す保育の質，教師の指導について考えていこうとす
るものである。
２．１　Ａ児の行動観察
２．１．１　Ａ児について
　Ａ児は，３歳児クラスの女児である。運動経験が少
ない幼児として抽出した。なぜなら，幼稚園での遊び
を通して，動作獲得をしていく過程がとらえやすいと
考えたからである。
　運動経験が少ないと判断した理由は，次の通りであ
る。５月16日には，急いでいる様子にもかかわらず，
目的地までの最短距離にある直径10㎝の丸太を跨ぐ
ことをせず，迂回する姿が繰り返し観察された。また，
６月の整形外科検診時，片足立ちや，つま先立ち（背
伸び）ができなかった。園医の診断は，「足首などの筋
力が弱く，段差も避ける傾向にあるだろうが，たくさ
ん遊んで多様な動きを経験していけば改善されるだろ
う」というものだった。
　このような状況にあるＡ児は，おそらく幼稚園で初
めて経験することが数多くあると思われる。
２．１．２　参与観察の方法
　３歳児クラスに教師として入り，担任の指導計画の
もと保育に参加しながらＡ児の行動観察を行う。記録
は，保育しながらも取り扱うことのできるコンパクト
デジタルカメラの動画モードで撮影する。
　観察期間は，2013年５月22日～2014年２月６日の
間に，41日間行った。月別では，５月は２日間，６月
は６日間，７月は４日間，９月は12日間，10月は５日
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間，11月は５日間，12月は３日間，１月は３日間，２
月は１日間である。
２．１．３　随意運動発達検査
　「改訂版　随意運動発達検査」８）とは，検査者がいく
つかの運動パターンを提示し，幼児に模倣させる手続
きにより，幼児の反応を課題ごとに達成基準に照らし
合わせ，達成されたか否かを判定し，随意運動の発達
特徴を診断することができるものである。「高次運動機
能の発達に視点をおいた一種の神経心理学的検査であ
り，言語障害児，発達障害児の神経心理学的診断に携わ
る専門化向きの検査」９）であるが，「健常児の発達につ
いての理解を深める上でも役立つものである」10）こと
から，Ａ児の運動発達の状況を把握するために行った。
　実施時期は，2013年７月３日（１回目）・12月17日
（２回目）・2014年７月17日（３回目）であり，計３回
行った。　１回目の随意運動発達検査では，「両足をそ
ろえて跳ぶ」「つま先で立つ」「片足で立つ（開眼）」が
同年齢児の通過率が高いにもかかわらず，不通過で
あった。また「片足で跳ぶ」は，同年齢児の通過率は
45.0％で高くないが，その形態に着目すると次のよう
な特徴が見られた。図－１は，１回目の随意運動発達
検査の「片足で跳ぶ」の運動経過を示したものである。
片足に自分の体重をのせることはできず，左右のス
テップのバランスも崩れており，上体の使い方も下半
身との協応関係は見られないことが確認できる。
　さらに，入園間もない時期には，「走る動作」の出現
が著しく乏しい11）ということがあった。そこで，脚部
の動きに着目して，「走る動作」「跳ねる・跳ぶ動作」
「片足跳び動作」の３点に絞り，周囲の環境やＡ児の
内面理解を基に運動発生の要因を分析する。
２．１．４　行動の記述
　ここでは，観察で得られたＡ児の行動を，前項で示
した「走る動作」「跳ねる・跳ぶ動作」「片足跳び動作」
の３観点から記述していく。
　文中には，２種類の下線を引く。Ａ児の情動が運動
に影響を与えたと考えられる箇所には　　　を，Ａ児
の観察から見出された運動発達に関わる特徴的な行
動，①見る，②身体が一緒に動く，③模倣する，④運
動の類縁性，⑤おもわずやってしまう動き，には　　
　を引く。
１）「走る動作」
５月16日：
　ポリタンクの水でできた川の泥をスプーンですくい，
左手に持っているシャベルに入れる。そして檜の根元に
置いてあるバケツに入れる。檜の根元と川との距離は６
ｍ程。その間を何往復もする。だんだん小走りになって
いく。気持ちの高ぶりが感じられる。手に持っている
シャベルの中の泥は，移動する過程で少しずつ落ちてい
く。近くにいる教師やその周りにいる幼児たちの様子を
気にするように時々しゃがみながら顔を上げて見る。教
師が，30ｍ程離れたログハウスに移動するとＡ児も近く
に行く。しばらく様子を見ながら徐々に近づく。ログハ
ウス入口の柱の上に，運んできた砂をかける。30ｍの距
離を往復し始める。はじめは歩いての移動だったが，小
走りになり，徐々にスピードが増していく。脚の運び
はぎこちない。持っているシャベルの中身も落ちていく。
担任によると，幼稚園で走ったのはこの日が初めてのよ
うだ11）。珊瑚樹の周りを囲っている直径10㎝の丸太があ
る。走ってきてその前にくると，止まった。しばらく考
え，超えずに迂回していく。この行為はその後も続いた。
５月22日：
　教師が座っているベンチの後でバケツにシャベルで砂
を入れている。教師は直接的には関わらない。その後保
育室方向へ教師が移動すると，後を追いかけるように走
り出していく。
５月30日：
　不安からか，教師を追いかけて走る。鬼遊びをして
いる年中児が前を通り，止まる。その間に教師を見失う。
トンネル山を迂回し，再び教師を発見。ブランコへ向か
う教師を追いかけて走る。
６月６日：
　水に触れていたが，教師が離れたところに行ったこと
に気付くと走って近くに行く。
９月25日：
　教師が投げたボールをとりに行くため走る。何度も繰
り返す。
12月11日：
　教師に自分の思いを受けとめてもらい，ベランダ前の
段の上を２往復走る。嬉しさが身体の動きにつながっ
ているように見える。
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図－１　片足跳び：2013年７月３日（１回目）
２）「跳ねる・跳ぶ動作」
５月16日：
　教師が，ポリタンクから流れた水の川を飛び越え，真
似するよう誘ったところ，ジャンプする気配はなく，川
の中に足を踏み入れ歩いて渡る。
５月30日：
　教師がＡ児の両手を持ち，親子遠足で行った身体遊び
をする。最初は，なすがままで，棒立ちの状態だったが，
教師がＡ児の両手を持ち，教師自身の身体の動きがＡ児
に伝わるようにしながら膝を曲げてジャンプすると，Ａ
児もまた同様に膝を曲げてジャンプ②する。その後，近
くにいた３人の幼児を加え，輪になるように手をつない
で同様の遊びをする。Ａ児は，他児や教師と合わせて膝
を曲げジャンプ②する。興に乗ってくると，連続して多
数ジャンプ	したり，手をつないだまま，みんなで輪全
体が回転するように動いたりしている。教師がいなく
なっても続けるが，Ａ児はジャンプをしなくなる。輪に
なったまま，４人で教師がいる方向へ移動する。教師が
近くで見ていると，Ａ児は再び多数ジャンプ
するよう
になる。
９月５日：
　他児と一緒に観察者が構えたカメラを触ろうと，笑い
ながら何度もジャンプ④する。
９月11日：
　巧技台の上からジャンプする他児を見て①，同じよう
にする③。両足が徐々にそろってくる。
12月４日：
　男児が段ボール積み木の上を渡ってジャンプして着地
する。それを真似してＡ児も同じようにする③。
３）「片足跳び動作」
７月17日：
　女児たちは，悪者になった男児たちに追いかけられる
のを楽しみに逃げている。身体を弾ませながらギャロッ
プのようなステップでベランダに出てきた女児の姿をＡ
児は目にした①。また保育室に戻る女児たちを追いかけ
るようにＡ児は保育室にギャロップのようなステップで
③入っていった。女児たちと同じようにしたと考えられ
る。２週間前の随意運動発達検査の片足跳びの結果から
考えると，Ａ児の「ギャロップ」と「片足跳び」は運動形態
として大きな差異が認められない。
９月５日：
　音楽に合わせて教師と他の幼児が，片足でバランスを
とったり，片足跳びをしたりしている。その様子をＡ児
が見ている①。時々飛び跳ね，叫びながら②喜んでいる。
９月６日：
　運動会の全体練習。はとぽっぽ体操をしている。片足
跳びの場面で，他児の様子を見つつ真似①③をして行う。
片足になることはまれで，ほとんど両足跳びになってい
る。
９月19日：
　地面にできた溝に沿って右足を動かす。体重が多少右
足にのっている④。
９月24日：
　片足を軸に回る④。一緒にいる男児と同じように身体
をひねった後，片足立ちで方向転換④したり，片足跳び
をしたりする⑤。
10月２日：
　運動会の二週間後。はとぽっぽ体操を始める幼児たち
に，Ａ児も加わる。その様子を見て教師は，「はとぽっぽ
体操」の音楽をかける。音楽がかかると，その場がさらに
盛り上がるが，Ａ児は恥ずかしくなったのか，表情は冴
えなくなる。しかし，他児の動きを見つつ真似して①③
いる。９月６日のときより，片足で跳ぶ回数は増えてい
る。
10月９日：
　他児が片足跳びをしているのを見て①いる。
10月23日：
　いきなり片足跳びをする⑤。周囲の環境による要因は
認められない。
12月４日：
　男児が段ボール積み木の上を渡ってジャンプして着地
する。それを真似してＡ児も同じようにする。次に男児
は，段ボール積み木の上で片足跳びをする。Ａ児はそれ
を見て①から，地面に下りて片足跳びをする③。
12月11日：
　教師に自分の思いを受けとめてもらい，ベランダ前の
段の上を２往復走る。嬉しさが身体の動きにつながって
いるように見える。その後，ベランダにいる男児が片足
跳びをするのを見る①。見ながらＡ児の膝は動いている
②。直後に，Ａ児も片足跳びをする③。
　このように，Ａ児の行動を記述してきたが，文中に
下線で示した通り，情動が運動に影響を与えたと考え
られる場面や運動発達に関わる特徴的な行動が見出さ
れた。
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２．２　動作を見る視点
２．２．１　運動経過の変化を見る視点
　ここでは，Ａ児の「走る動作」の運動経過の変化を
基にして，運動経過の変化を見る視点について考えて
いく。
　表－１12）は，幼児の走運動の発達の段階を見る基準
となった資料である。ここには，運動経過図を基に，
幼児の動作様式の特徴が記されている。この評価表に
照らして言うならば，Ａ児の５月22日（図－２）の「走
る動作」は，パターン１に近く，９月25日（図－３）
は，腕はパターン３，足はパターン２に近いと言える。
　従来の運動発達を評価する視点は，表の特徴に示さ
れたような動作主体の記述によるものであった。それ
以外の視点の提示は，ほとんどなされることがなかっ
た。しかし，前節のＡ児の行動の記述から，幼児の動
きの変化には，何らかの内発的な動機とも言える事柄
が関わっている可能性がとらえられた。本節では，こ
の点に着目し，運動経過の変化をもたらす内発的な（情
動とも言える）感情が契機となり，動きの変化が見届
けられるのではないかと考え，その点に着目し考察を
行うことにする。
　図－２（観察記録内の　　）の情況は，走る動作
がほぼ見られない時期に，不安な気持ちで教師を追い
かけたときの動作である。図－３（観察記録内の　　
）は教師が投げたボールを満面の笑みで捕りに行っ
たときの動作である。４ヶ月間での運動経験や身体の
発達の影響とも考えられるが，情況の違いが運動経過
に影響を与えたという視点で運動経過の変化を理解す
ることも考えられる。なぜなら，佐藤13）によれば，幼
児の場合，大人のような運動を行う際のはっきりとし
た意識を伴わない潜在化した志向体験が意味をもって
くることがあるからである。すなわち，幼児の情動が
運動形態に影響を与えている可能性が考えられるから
である。
　そこで，Ａ児の情動が，運動と深く関連していると
思われる上記以外の場面を取り上げて考察する。（観察
記録内に波下線　　～
で示した）
　	は，遊んでいることに楽しさを感じ，「走ろう」
「ジャンプしよう」と思わずも身体が動いて，結果的
に「走る」「ジャンプする」ということにつながってい
ると思われる。特に	は，教師と友達と一緒に遊んで
いる楽しさを，十分感じている身体の現れであると見
ることができる。
　は，教師に自分の思いを受け止めてもらい，その
嬉しさから身体が動き，走るという行為につながった
と考えられる。
　
は，教師が見てくれているという安心感が，ジャ
ンプするという動きにつながったのだろう。
　は，よりどころにしている教師がいなくなる
という不安から，教師を追いかけて走るという行為に
つながったと考える。不安から走る行為に至った場合
には，身体の動きに活力が覗えないという特徴がある
ように思う。
　その他の一例として，運動会での「かけっこ（20ｍ）」
における年少児（３歳児）の行動を取り上げる。それ
は，日常の観察で得られている「走る動作」と異なる
様子が，数人の幼児に見られたということである。日
常の生活では，自然な手の振りで走っている幼児が，
運動会の「かけっこ」では，両手を前方に挙げた状態
で走っていたのである。この情報を担任の教師に伝え
ると，以前に似たような形態の走りを見たことがある
と言う。それは，登園時，遅刻しそうで保護者に急か
幼児の運動発達を促す教師の役割 231
表－１　「基本的動作の調査」（文部科学省）で使用された
動作様式
図－２　５月22日
図－３　９月25日
されるようにしながら走って登園した幼児が，両手を
前方に挙げて走っていた，ということだった。運動会
での緊張感や保護者からの精神的圧迫などの情況で，
運動形態は変わる可能性があるという例である。
２．２．２　抽出された特徴的な行動
　行動観察を通して得られたＡ児の運動発達に関わる
特徴的な行動は，①見る，②身体が一緒に動く，③模
倣する，④運動の類縁性，⑤おもわずやってしまう動
き，の５点である（観察記録内に下線　　①～⑤で示
した）。
１）見る，身体が一緒に動く，模倣する
　見る，身体が一緒に動く，模倣するとは，どのよう
にとらえたらよいのだろうか。吉田は，見ることと運
動獲得の関係について，「あるまとまった動きかたのイ
メージが描けるようになるため……略……，他人の動
きかたをよく観察して自分のものとする方法です。
……略……このような方法の有効性を実証する理論と
して，運動の〈共鳴理論〉があります」14）と言ってい
る。これは，Ａ児の行動観察からとらえられた「見る」
という姿が，運動を獲得していく上で重要な要因だっ
たということを裏付けている。また，運動の共鳴理論
を運動共感ととらえると，Ａ児の９月５日の身体を大
きく上下に揺らしながら叫ぶ姿や12月11日の友達の
動きを見ながら動く膝は，その現れのようにとらえる
ことができる。マイネルは，運動共感によるリズムの
転移について「運動リズムは音楽リズムと同様にある
強力な伝染性の作用をもっている。……略……リズ
ムのはっきりと感じ取れる運動が展開されているのを
見ると，その力動的な経過に文字通り引きずり込まれ
るのを感じる」15）と言っている。金子は，幼児の模倣
について，メルロ＝ポンティの言葉を引き，「模倣は一
挙に把握できるのだ」16）「幼児は他者の動きの感じを運
動メロディーとしてまるごと知覚し，しかもそれは対
私的な運動認識ではなく，他者とともにある意識に基
づいて共感するからこそ模倣できる」17）と言っている。
２）運動の類縁性
　運動の類縁性については，どのようなことが言える
だろう。Ａ児は，地面にできた溝を片足でたどるよう
な行為をしていた。それはおそらく無自覚的に片足に
体重をのせる運動になっていた。今まで，片足跳びを
しようと意識しても片足に体重がのらなかったＡ児
が，他の行動で奇しくも，片足に多少なりとも体重を
のせていくという経験をしていたわけである。内田は，
「あらゆる人間的成熟過程がそうであるように，修業
のある段階で，武道家もまた『ブレークスルー』を経
験する。それは『そんなことができると思っていなかっ
たことができるようになる』というかたちで起こる。
……略……ここで重要なのは，この『そんなことがで
きると思っていなかったこと』は，『この技術を身に付
けよう』と思ってそれに向かって努力していた当の技
術とは，まったく別のものだということである」18）と言っ
ている。目的のために身体を動かした結果，目的とは
全く違うこと，しかもできると思っていなかったこと
ができる体験を説明している。これをＡ児の例に置き
換えれば，次のようなことが言える。地面にできた溝
を足でなぞることが目的だったが，無自覚的にではあ
るが片足に体重を載せる体験をしていた。このような
ことは，日常数多く経験しているだろうと考えられる。
３）おもわずやってしまう動き
　おもわずやってしまう動きは，どのようにとらえた
らよいだろうか。模倣によりある程度とらえた運動の
感じ（運動感覚）が実感できてくると，気に入った動
きや気になる動きになっていくのではないか。客観的
に見ると，何の前触れもなく出現するこれらの動きは，
動きの洗練，成熟に向かっていく行為なのではないか
と考えられる。
２．２．３　幼児と関わる教師の役割
　前項の運動発達に関わる特徴的な行動は，幼児の運
動を見取る教師の視点にもなり得ると考えられる。そ
こで本項では、幼児の運動を見取る教師の視点を指導
に生かす際の，幼児と関わる教師の在り方を考える。
　教師は，幼児の立場に立った保育を展開すること，
すなわち，活動の主体は幼児であり，教師は活動が生
まれやすく展開しやすいよう意図をもって環境の構成
をしていく必要がある。その際には，幼児の実態・内
面理解を基にした指導計画を立てるとともに，幼児一
人一人に今必要な体験は何かを常に考えていくことが
重要である。幼稚園教育要領解説には，「幼児と適切な
かかわりをするためには，幼児一人一人の特性を的確
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に把握し，理解することが基本となる」19）という記述
がある。「理解する」ことが，幼児と関わる上で大切で
あるとすれば，実際に教師は「理解」し関わる行為を
どのように行っているのか考える必要があるだろう。
　榎沢は，園庭での祭りに参加しようとしない４歳児
（Yu男）と関わった際の事例を次のように記述してい
る。「Yu男はテラスのベンチに腰かけ，いまにも身体が
とろけそうな姿勢をしていた。それは，現在に滞留し
た停滞的な在り方である。私は，Yu男の身体が生き生
きと活動できるようにしようと思い，働きかけていっ
た。その際，私がしたことは積極的に働きかけるので
はなく，間をおいて，いわば遠慮しながら話しかける
ことだった。さらに，私は活力の漲った身体の在り方
をせず，Yu男と同じように脱力し，そこに滞留するよ
うな身体の在り方をした。私が遠慮しながら話しかけ
るという働きかけをしたのは，Yu男の身体が他者から
の積極的な働きかけを受けとめられる在り方ではない
ことを，私自身が感じ取っていたからである。さらに，
私が自分の身体から脱力したのは，ただ働きかけを抑
制するだけで，私の身体そのものが活力に満ちていた
のでは，Yu男が私からの志向性を強く感じてしまうと
思ったからである。そこで，私は，まず私の身体の在
り方がYu男の身体の在り方と同じになることが，私の
いくぶんかの働きかけをYu男が受けとめられるよう
になるために必要である，と思ったのである。こうし
て，私は自分の身体の在り方を子どもの身体の在り方
に，意識的に同調させていったのである。」20）
　このように，榎沢は，幼児と関わる際に幼児の今あ
る情況を身体でも感じ，幼児と同様な身体情況にして
関わったのだ。表面上の働きかけを工夫しただけでは
ないところに，榎沢の教師としての身体技術（方法と
しての教師の在り方）が現れている。榎沢は，続けて
次のようにも述べている。「保育者は，子どもの身体の
在り方に敏感であり，それを感知している。そして，
自分の身体の在り方を子どもの身体の在り方に同調さ
せ，かつ分かち難く連動させていく。そのようにして，
自分の身体の在り方，及び身体の動きにより子どもの
身体の在り方を変容させていくのである。」21）
　また，幼児の情況によっては，幼児の身体の在り方
に教師の身体の在り方を同調させる以外にも，次のよ
うな幼児との関わりがあることを示している。「子ども
の身体の在り方は，……略……Yu男のように，常に脱
力した在り方ではない。緊張した在り方のときもある。
そういう場合には，保育者が自分の身体の在り方を子
どもの身体の在り方に同調させることはしない。むし
ろ逆で，子どもの身体とは対極的な在り方をする。す
なわち，保育者は『柔らかで穏やかな在り方』で子ど
もに接する。この在り方が，子どもに関わるときの保
育者の基本的な在り方であると考えられる。柔らかで
穏やかな身体は，当の主体と世界との関係がきわめて
柔軟であることを意味する。なぜなら，そのような身
体は，周囲からの関わりを穏やかに受け止め，穏やか
に応答していけるからである。このような身体を，こ
こでは『柔軟性を有した身体』と呼ぶことにする。柔
軟性を有した身体は，他者への関わりが穏やかである
ため，周囲の緊張を緩めることができる。それゆえ，
保育者の身体が柔軟性を有していることにより，それ
に触れた緊張した子どもの身体は，柔軟性を取り戻し，
世界と柔軟な関係を取り結ぶことができるようになる
のである。」22）すなわち，「子どもの身体が緊張してい
る場合には，保育者が自分の身体の在り方を子どもの
身体の在り方に同調させていくのではなく，逆に，保
育者が柔らかく穏やかな在り方をすることにより，子
どもの身体の在り方が保育者の身体の在り方に同調し
ていくのである。子どもの身体の在り方がどのようで
あっても，保育者の身体は柔軟性を有した身体である
ことが基本である。そして，保育者が子どもの身体の
在り方を絶えず敏感に感知していることが根底にあ
り，身体の同調が生じるのである。」23）
　このように，幼児の行動は教師の身体の在り方に大
きく影響されている。なぜなら，「保育者の身体と子ど
もの身体が，共に主体身体として，相互に相手の身体
の在り方を感知しており，相手の身体の在り方に応じ
て，自分の身体の在り方を変容させていくからであ
る。」24）
　以上のことを踏まえると，幼稚園教育要領解説では，
幼児を「理解する」ことが，「幼児と適切なかかわりを
するため」の「基本となる」25）と言っているが，ここ
で言う「理解」とは，頭での理解にとどまらず，教師
自身の身体を通して敏感に幼児の内面を感知すること
を示していると考えられる。
２．３　まとめ
　幼児の行動観察や幼児と関わる教師の在り方の考察
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から，明らかになったことは次の通りである。
（１）情動が運動経過の変化に影響を与える可能性が
示唆された。
（２）幼児の運動発達に関わる５つの特徴的な行動を
見出した。これは，幼児の運動を見取る教師の
視点にもなり得ることが示唆された。
（３）上記の視点を活用する際の幼児と関わる教師の
在り方は，教師自身の身体を通して敏感に幼児の
内面を感知する姿勢をもつことであると言える。
　以下に，明らかになったことがらを詳述する。
　幼児の運動経過を見る視点として従来は，運動その
もの形態の変化を見たり，動作様式と比較したりする
方法がとられていた。その重要性を認識しながらも，
別の視点からの見方の可能性を探った。そこで着目し
たのは，運動が起こった背景やそのときの幼児の内面
理解を通して運動経過を理解するというものである。
特に幼児では，同じ運動でも，そのときの情況により
運動形態に変化が見られる可能性があるからである
（佐藤26））。
　Ａ児の行動観察からは，緊張や不安，喜びや嬉しさ，
楽しさといった喜怒哀楽に伴う運動発生が見られた。
すなわち情動が影響して発生する運動があることが分
かった。
　さらに，Ａ児の行動観察で得た運動発達に関わる特
徴的な行動に着目した。それは，①見る，②身体が一
緒に動く，③模倣する，④運動の類縁性，⑤おもわず
やってしまう動き，の５点である。
　「見る」とは，他人の動きかたをよく観察して，まと
まった動きのイメージを自分のなかに描く行為である
と考えられる。「身体が一緒に動く」とは，その対象へ
の運動共感の現れであり，別言すれば，対象となって
いる運動に引きずり込まれるような感覚を体感してい
ると言えよう。「模倣する」ことについて，金子は，メ
ルロ＝ポンティの言葉を引き，「幼児は他者の動きの感
じを運動メロディーとしてまるごと知覚し，しかもそ
れは対私的な運動認識ではなく，他者とともにある意
識に基づいて共感する」27）からできることだと言って
いる。すなわち「模倣する」ことは，「見る」「身体が
一緒に動く」と一連をなしており，対象になっている
他者の内面を共有している感覚と言えるだろう。
　「運動の類縁性」とは，目的のために身体を動かした
結果，目的とは全く違うこと，しかもできると思って
いなかったことができる体験を通して説明されるもの
である。幼児は，遊びを他の目的のために行っている
わけではなく，遊ぶこと自体に真剣に向き合っている。
そのような幼児は，遊びのなかで，数多く「運動の類
縁性」を体験しているだろうと考えられる。
　「おもわずやってしまう動き」は，客観的に見ると，
何の前触れもなく出現する動きである。これは，模倣
により，ある程度とらえた運動の感じ（運動感覚）を
実感してくると，気に入った動きや気になる動きに
なっていき，その動きの表出のことではないかと考え
る。これらの動きは，動きの洗練，成熟に向かってい
く過程の行為なのではないかとも考えられる。
　以上のように，幼児の運動をとらえる視点を得るこ
とができた。ここで得た運動をとらえる視点を活用し，
幼児の運動発達を促すためには，教師は幼児とどのよ
うに関わったらよいのか。その知見も本章で得られた。
頭での理解にとどまらず，教師自身の身体を通して敏
感に幼児の内面を感知する姿勢，すなわち，幼児の身
体の在り方を教師の身体が感知し，教師の身体の在り
方が幼児の身体の在り方に影響を与えるという関わり
である。
３　結語
　幼児の運動経過を見る視点として，運動が起こった
背景やそのときの幼児の内面理解を通して運動経過を
見るという視点からの分析を試みた。そこから分かっ
たことは，緊張や不安，喜びや嬉しさ，楽しさといっ
た喜怒哀楽に伴う運動発生，すなわち情動が影響して
発生する運動があるのではないかということである。
　さらに幼児の行動観察から，①見る，②身体が一緒
に動く，③模倣する，④運動の類縁性，⑤おもわずやっ
てしまう動き，という５点の特徴的な行動に着目した。
これらは，他者の動きを目にするなど外部からの刺激
が基になって自分の意識が働き発生する運動であると
考えられる。そして，この５点の特徴的な行動は，幼
児の運動発達をとらえる教師の観察の視点にもなり得
ると考えられる。
　以上の結果から，幼児の運動発達を促す教師の役割
を整理すると次のように言える。
　情動が影響して運動経過が変化することが示唆され
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たことから，不安や緊張感，精神的な圧迫からの解放，
言い換えれば安心して遊べる，嬉しい・楽しい感情が
わく環境の構成や働き掛けを行うことが，幼児本来の
身体活動を保障し，運動発達を促すことにつながるの
ではないかと考える。
　異年齢児と関わる状況の生成やモデルとしての教師
の役割，対象にじっくり関わるための時間の保障，幼
児の内面への共感などが，「見る」「身体が一緒に動く」
「模倣する」などの幼児の姿につながると考えられる。
また教師は，「運動の類縁性」に関する動作を意識して
見ることで，動作の獲得過程を幼児と共に感じること
ができると推測される。「おもわずやってしまう動き」
を表面的にとらえず，一つ一つの動きや行為に意味を
見出し，尊重する姿勢で幼児に関わることも，運動発
達を促す教師の役割であろう。
　そして，遊ぶ幼児の身体の在り方を教師の身体が感
知し，教師の身体の在り方が幼児の身体の在り方に影
響を与えるという関係性を十分認識していく必要があ
ろう。
残された課題
　本研究では，幼児の行動観察や分析を筆者一人で
行った。実際の保育場面での他者観察は，すぐに指導
や援助につながるため一人で行うのが基本となろう。
しかし，複数の観察者で行うことにより，幼児の情動
の変化，運動発達に関わる特徴的な行動は，より深く
より多様にみられるのではないかと考える。さらに，
事例の数を増やすことでも，同様の効果が得られると
考えられる。
　一人の幼児の継続的な行動観察から得た，運動発達
をとらえる教師の観察の視点にもなり得る５点の特徴
的な行動を見出したが，妥当性・信憑性は明確にされ
ていない。今後、他の幼児の行動観察を行うことで，
明確になると思われる。
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